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　　　　　　○

ELEVATER FOR AMERICA.

　　　　　　○

三羽の鶏は蛇紋石の階段である。ルンペンと毛布。

　　　　　　○

ビルデイングの吐き出す新聞配達夫の群。都市計画の暗示。

　　　　　　○

二度目の正午サイレン。

　　　　　　○

シヤボンの泡沫に洗はれてゐる鶏。蟻の巣に集つてコンクリヒトを食べてゐる。

　　　　　　○

男を〓（「車＋般」）挪ハコぶ石頭イシ。

男は石頭を屠獣人を嫌ふ様に嫌ふ。

　　　　　　○

三毛猫の様な格好で太陽群の隙間を歩く詩人。

コケコツコホ。

　途端　磁器の様な太陽が更マタ一つ昇つた。

　　　　　　○
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